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縄
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回
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作
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四
階
ご
利
用
者
様
　
合
作

ご
利
用
者
様
川
柳
・
俳
句

　
祖
母
が
将
来
、
介
護
を
必
要
と
し
た
と
き
に
支
え
て
い
き
た

い
と
思
っ
た
こ
と
が
、
介
護
職
を
志
し
た
き
っ
か
け
で
す
。

実
際
に
働
き
、
ご
利
用
者
様
に
「
ま
た
お
願
い
ね
」
と
声
を
か

け
て
頂
け
る
こ
と
が
あ
り
、
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　
音
楽
を
聴
く
事
が
好
き
で
、
洋
楽
や
演
歌
な
ど
ジ
ャ
ン
ル
を

問
わ
ず
に
聴
い
て
い
ま
す
。
『
青
い
山
脈
』
は
、
ご
利
用
者
様

に
教
え
て
頂
き
、
好
き
な
曲
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
年
度
よ
り
新
社
会
人
と
し
て
入
職
し
た
職
員
を
、

自
己
紹
介
形
式
で
ご
紹
介
致
し
ま
す
。
今
号
で
の
ご
紹
介
は
、

入
所
五
階
フ
ロ
ア
に
所
属
の
介
護
職
員
、
田
中
で
す
。

ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

《
令
和
四
年
度
前
期
　
ベ
ス
ト
・
オ
ブ
・
企
画
の
ご
紹
介
》

最
優
秀
ベ
ス
ト
・
オ
ブ
・
企
画

『
言
葉
を
発
声
す
る
リ
ハ
ビ
リ
に
取
り
組
み
、
ご
自
身
の
言

葉
で
ご
家
族
へ
思
い
を
伝
え
る
』

優
秀
ベ
ス
ト
・
オ
ブ
・
企
画

『
当
施
設
内
で
、
ち
ぎ
り
絵
の
個
展
を
開
催
し
、
他
ご
利
用

者
様
を
招
待
す
る
』

【
「
ベ
ス
ト
・
オ
ブ
・
企
画
」
職
員
表
彰
の
取
り
組
み
】

　
じ
ゅ
ん
ぷ
う
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
の
視
点
も
大
切
に
考
え
て
い
ま
す
。

　
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
委
員
会
の
活
動
の
一
つ
と
し
て
半
年

に
一
度
、
職
員
が
企
画
し
た
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
中
か
ら

「
ベ
ス
ト
・
オ
ブ
・
企
画
」
を
選
出
し
、
職
員
の
表
彰
を
行

な
っ
て
い
ま
す
。

 
選
考
の
視
点
は
、
『
ご
利
用
者
様
の
思
い
や
願
い
に
基
づ

い
た
内
容
で
あ
る
こ
と
。
そ
し
て
、
ご
利
用
者
様
と
職
員
が

と
も
に
実
現
に
向
け
て
リ
ハ
ビ
リ
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
』

と
し
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
委
員
会
や
責
任
者
で
選
考
を
し

て
い
ま
す
。 じ

ゅ
ん
ぷ
う
取
り
組
み
紹
介

【
ブ
リ
を
使
っ
た
献
立
の
ご
紹
介
】

 
ブ
リ
は
冬
が
旬
と
い
わ
れ
、
脂
が
の
っ
て
お
い
し
い
だ
け

で
は
な
く
、
Ｅ
Ｐ
Ａ
、
Ｄ
Ｈ
Ａ
や
ビ
タ
ミ
ン
類
の
含
有
量
が

ピ
ー
ク
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
栄
養
素
は
、
『
血
中
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
を
下
げ
る
』
・
『
動
脈
硬
化
を
防
ぐ
』
・

『
脳
の
活
性
化
を
図
る
』
な
ど
、
生
活
習
慣
病
の
予
防
や

改
善
に
効
果
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

 
当
施
設
で
も
冬
の
味
覚
と
し
て
、
ブ
リ
大
根

(

写
真

)

や
、
照
り
焼
き
な
ど
を
、
お
召
し
上
が
り
頂
い
て
い
ま
す
。

厨
房
コ
ラ
ム

【
防
災
に
つ
い
て
】

　
皆
様
は
「
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
と
は
、
過
去
の
災
害
デ
ー
タ
や
地
理
情
報
を

も
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
起
こ
る
自
然
災
害
を
予
測
し
、

被
害
範
囲
を
地
図
に
し
た
も
の
で
す
。
各
自
治
体
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

 
自
然
災
害

(

地
震
や
河
川
の
氾
濫
、
土
砂
災
害
等

)

は
、

い
つ
起
こ
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
事
前
に
お
住
ま
い
の
地
域
に

つ
い
て
危
険
度
を
知
り
、
備
蓄
物
品
の
準
備
や
、
避
難
場
所
の

確
認
を
行
う
等
、
災
害
に
備
え
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
当
施
設
周
辺
を
確
認
す
る
と
、
地
震
発

生
時

(

花
折
断
層
地
震

)

に
は
最
大
震
度
６
強
が
想
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
鴨
川
が
氾
濫
し
た
場
合
は
、
最
大
浸
水
が

　
㎝
と
表
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
当
施
設
に
お
い
て
は
、
災
害
が
発
生
し
た
際
に
迅
速
な
対
応

が
取
れ
る
よ
う
、
火
災
、
地
震
、
水
害
を
想
定
し
た
防
災
訓
練

を
年
に
二
回
実
施
し
て
い
ま
す
。

相
談
室
よ
り
こ
ん
に
ち
は

　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
戦
禍
と
東
ア
ジ
ア
の
緊
張
に
止
む
気
配
は

感
じ
ら
れ
ず
、
朝
刊
の
記
事
に
心
を
曇
ら
せ
、
夜
の
ニ
ュ
ー

ス
番
組
で
そ
れ
を
深
め
る
と
い
う
日
々
が
続
い
て
い
ま
す
。

「
と
く
暮
れ
よ
 
こ
と
し
の
や
う
な
 
悪
ど
し
は
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
小
林
一
茶
）

そ
ん
な
気
分
で
過
ご
す
年
の
瀬
で
す
。

し
か
し
そ
の
一
方
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流

行
は
や
っ
と
小
康
を
得
つ
つ
あ
る
よ
う
で
す
。
第
八
波
の
到

来
は
必
至
の
よ
う
に
云
わ
れ
て
い
ま
す
が
重
症
化
率
は
逓
減

し
て
お
り
、
一
般
社
会
で
は
概
ね
普
段
通
り
の
暮
ら
し
が
緩

や
か
に
回
復
さ
れ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
た
だ
も
ち
ろ
ん
、
私
ど
も
の
よ
う
な
高
齢
者
施
設
は
全
く

の
例
外
で
、
今
ま
で
同
様
に
油
断
禁
物
、
特
に
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
と
の
同
時
流
行
を
深
く
憂
慮
し
て
い
る
次
第
で
す
。

「
か
く
れ
ん
ぼ
　
三
つ
数
え
て
　
冬
と
な
る
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
寺
山
修
司
）

ほ
っ
と
す
る
光
景
が
目
に
浮
か
び
ま
す
。

来
た
る
年
、
こ
の
よ
う
に
平
和
と
安
寧
が
か
な
い
ま
す

よ
う
、
た
だ
祈
る
ば
か
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
施
設
長
　
吉
田
　
巌

春
風
駘
蕩
～
風
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便
り
～
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が
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スチームオーブンで３０分間じっくり煮込み、
ブリの濃厚な旨みを冬大根にしみ込ませています。

ご利用者様の素敵な笑顔は、
私にとって忘れられない宝物です。

職員表彰の際は、ご利用者様からも
温かい拍手を頂きました。

企画の立案から実現までに、３ヵ月以上かける企画もあります。
(写真中央が、レクリエーション委員長 中田です。)

昨年度に実施した企画の数
は、施設全体で８７件でした。

「優秀企画」、ちぎり絵個展
には、他フロアの職員も
見に行かせて頂きました。

最優秀ベスト・オブ・企画 【表彰式】
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